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まえがき

紀ノ川中・下流域一帯の古墳文化は、全国的にみてもきわだって特徴的な内

容を有することで、はやくから注目されていた。

宅地造成予定地である直川八幡山一帯も、すでに古墳群の存在が確認されて

おり、その内容を明らかにするための調査か必要であった。今回、われわれか

実施した分布調査は、造成予定地内の周知の遺跡について、その性格、内容、

位置を正確に記録し、またその他の未発見遺跡の探索を、その目的とした。

分布調査は、遺跡調査の基礎的作業だが、文化財保護の見地からすれば最も

甚本的かつ重要な前提作業であり、すべてはそこから出発するといって差し支

えない。したがって、われわれの調査も、種々の方法を用いで慎重に進めなく

てはならなかった。

幸い、調査の実施に当っては調査委員の諸先生に よる適切な指導と、関係諸

機関、地元住民の方々の協力を得て、遅滞なく終了することかできた。また、

東急不動産株式会社は、文化財保必に十分な理解を示し、われわれの調査に積

極的協力を惜しまなかった。

開発行為と文化財保護の問題は、これからも継続して追究すべき課題である

か、今回の調査は、その意味でも今後の在り方を探る貴重な経験であった。

田辺昭三
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調査範囲

大阪府と和歌山県を画す和泉山脈は、日本最大の活断層である中央構造線に並走してい

る。東西に走る山脈の南側平野部には紀ノ川かゆるやかに西流する。和泉山脈は中生代・

白亜紀の和泉層群 （砂岩を主とし、 頁岩・硬岩で構成されている ）より成っている 。紀ノ

川以南で古生代の三波川系の結昌片岩より成る岩橋、花山などをはじめとする低い山地や

丘陵とは基盤の岩質をまったく異にした山地である。

今回の分布調査対象地域は、和歌山県直川の北部、和泉山地中の宅地造成予定地域内全

体である。南は山際に宅地造成されてすでに住宅地とな っている直川ニュータ ウンの北限、

西は千手川か形成した 「畑」の谷筋、北はほは東西に走る「墓の谷」（調査対象地域の西北

で南におれて「畑」の谷筋に合流する）に、東は「湯谷池」西側から、「湯谷」を形成する

東側の尾根筋沿いによって区画された約 150万平方メートルである。平野部はまったく含

まれていない。

和泉山脈の平野部に沿った比較的低い尾根線上及び平野部にくだる支尾根上には著名な

大谷古墳をはじめ、大谷古墳群、鳴滝古墳群、北山古墳群、八王寺山古墳群などを主に古

墳時代後期の古墳群か点々と形成されている。今回の調査対象地域南部の平野部に最も近

い 120m前後の低い尾根線上にも直川八幡山古墳群か、県教育委員会の公布調査によって

既に確認されている。

調査の方法

調査対象地域南部の尾根線上は、古墳を対象とした分布調査が実施されており、上記し

たように直川八幡山古墳群を確認するという大きな成果を上げている。しかし、古墳か存

在する尾根線以北の山岳地帯は山谷か険しく、又、以前より知られている著名な遺跡も存

在しないため、考古学の対象地として扱かわれることかほとんどないまま現在に至ってい

る。確かに分布調査を実施するといっても、険しい山谷に対して、どのような遺跡を想定

し、どんな方法を用いて調査を行ったらいいのか、未知数の解決しなければならない問題

点も多い。しかし、全国各地で、古墳、須恵器の窯址などを主に対象とした分布調査か実

施され、その結果、目的の古墳や窯址の発見だけにとどまらず、集落址、祭祀遺跡を発見

するなど大きな成果を上げている。神奈川県港北ニュータウン造成地では、丘陵、平地を

問わず、すべて人間の行動範囲を対象地域と認識して分布調査を実施し、既発見の遺跡の

数倍の新たな遺跡を発見した成果が報告されている。又、近年の考古学的調査成果を見る

と、集落の存在かほとんど考えられなかった山上に、弥生時代の高地性集落か、畿内や瀬
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戸内地域を中心に多数発見され調査されている。

我々も、単なる地形上の先入観を捨て、分布調査の最も基本的な方法である考古学的視

克に基づいた地表面上の観察とボーリング ・ステ ッキによる土層観察を組みあわせて、尾

恨線上、谷底部、傾斜地など山地のすべての地表面を調査対象として、全体の分布調査を

進めることにした。

分布調査にあた って主に使用した地図は、調査地全体を含む縮尺 1/2500のものと、現

場で測量点のわかる縮尺1/500の地図である。

調査地域か非常に広いため、予備踏査の結果に基つき、地形、想定しうる各種の遺跡の

立地条件等を考慮し、全体を 5地区に分けて各地区の調査目的を明確にして分布調査を実

施した。

分布調査の成果

直川八幡山古墳群かすでに発見されている調査地域南部の尾根上で新たに円墳（A-8) 

を発見したのをはじめ、遺跡か存在する可能性の非常に少ない北部の海抜200~300mの比

較的高い尾根線上でも土師器片などの遺物を採取した。また、近世以降のものではあろう

か、炭窯も発見し確認している。以下、分布調査で発見した各種の遺跡を下記の様に分顆

し、報告する。

A 古墳

B マウンド

c 遺物採取地点

D 遺物包含層

E 炭窯

F 石垣

G その他の遺跡

A-1 （直川八幡山古墳群 1号墳）

四ツ池の東側を北東から南西方向に延びる尾根の段状を形成する標高 105mの位置に立

地する古墳である。直径約15mの円形のマウンドを持ち、高さは、傾斜面でのマウンド下

端から2.5~3.0mであるか、尾根線の道筋からは0.3~0.5mの高さを残す程度である。斜

面に面した南東方向は、半ば以上か崖 崩れにより「U字状」に壊れる。又、残存するマウ

ンドの上部も尾根筋の傾斜にそ ってゆる〈南西方向に下かっており、マウンド上部は流出

等により欠損したものと判断される。崖面で観察できるマウンドの状況は、上面付近に薄
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＜淡黄色の泥砂土か被り、以下は風化の進んだ軟質の砂岩か喫状を呈する岩態である。崩

壊部断面では、石室等主体部を形成するも のは確認できない。

A-2 （直川八幡山古墳群 2号墳）

四ツ池の東側を北東から南西方向に延びる尾恨か、比較的広い平坦部を形成する標高約

123mの台状の位置に立地する古墳である。墳形、マウント‘共に不明瞭であり、円墳か前方

後円墳かは断定か困難である。ただ、くびれ部と考えられる凹部か、左側は明瞭に、右側

はわすかに認められる。この事から、前方後円墳の可能性か強いと考えられる。前方後円

墳であれは、後円か径約 8.5mで、全長約20mを測る。円墳であるとすれは、径20~30m

で、一部崖崩れのため欠失しているものと考えられる。マウンドは淡黄褐色の良質な泥砂

土で形成される。前方部と考えられる部分は、後円部から南西方向にゆる＜傾斜しており、

後円とも明瞭ではない。

なおこの古墳との関連等は明らかてはないか、前方部にあたるマウンドの南方に径約 6

m、高さ約0.4m程度の凸部か認められる。

A-3 （匝川八幡山古墳群3号墳）

四ツ池の東側を北東から南西方向に延びる尾根上に立地する古墳である。 A-2から A

-4か立地する尾根頂部の中間に位置する。標高は約 120mである。墳形は円形で径約14

m、高さ約 2.5mを測るが裾部の広かりかやや不明瞭であり、若干大きくなる可能性もあ

る。マウンドの基盤は、風化の進んだ軟質な砂岩の岩盤で、東側裾部付近では岩盤が露頭

するか、マウンド頂部付近では淡黄褐色泥砂土か認められる。マウンド南東斜面から南東

方向に延びる尾根筋の斜面は、南東方向に三角形の張り出しかあり、その斜面に石群を発

見している。石群は20~30cm大の砂岩からなり、土留のために張り付けられた様な状態を

呈している。古墳のマウンドとは直接関連しないものと判断したか、関連するものであれ

ば、前方後円墳になる可能性かある。

A-4 （直川八幡山古墳群4号墳）

四ツ池の東側を北東か ら南西に延びる尾根筋の北部で、標高約 144mの頂部に位置する

古墳である。尾根筋は当地点より北東約60mで東側に曲かり A-8及びA-7 (7号墳）

に続いている 。マウンドの形状は、径約22.5mの円形と考えられるか、南東の斜面は崩れ

ており、全体の形は確認できない。マウンドは淡黄褐色泥砂土か認められるか、各所に砂

岩の岩盤か露頭し、南東の傾斜面中腹から裾部には、落石した砂岩か多量に散布する地点

も認められる。
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A-5 （直川八幡山古墳群5号墳）

A-7 (7号墳）から南に延びる尾根の南端頂部に位置する古墳である。南北約24.8m、

東西約22.3mで、裔さは約 2~3mを測り、四角か丸味を帯びる方形状を呈する。西側斜

面には、土留めのための石と考えられる20~30cm大の砂岩が若干残存する。全体に残存状

況は良い。マウンドは淡黄褐色泥砂土によって形成されている。

A-6 （直川八幡山古墳群6号墳）

A-7 (7号墳）から南に延びる尾根上に立地し、 A-5から鞍部を間にはさんだ北側

に位置し、比較的平坦に延びる尾根かA-5との間の鞍部に向って一段下かる部分の突端

に位置する古墳である。マウンドの形状は不明瞭で、北に延びる尾根筋とは、ほとんど落

差か認められない。しかし、南・西の斜面、裾部ともに比較的はっきりしており、全体と

して円形を呈するものと想定される。現在確認できる頂部の位置、南・西の裾部との関係

から見て、径15~16mの円墳と考えられる。頂部から南側裾部との落差は約 3.4mを測る。

南側斜面、裾部に土留め用のものと考えられる15~20cm大の砂岩か数個認められる。マウ

ンドは基本的に淡黄褐色泥砂土から成る。

A-7 （直川八幡山古墳群7号墳）

直川八幡山古墳群の形成された山塊の中央部で標高約 150mの頂部に位置する古墳であ

り、 「妙法塚」と呼ばれている。形状は、雑木、雑草が多く全体の形の確認は困難である

か、既存の記録資料によって全長約40mのマウンドであるとすれば、前方部は平野部に対

して裏側に延びる尾根上に位置する事になり、形状と立地の点でやや無理か生じるか、前

方部は長さ約21m、巾約15m、後円部は径約20m（強）を測るものであろう。 後円部にあ

たる標高 150m以上の部分のみかマウンドである可能性も残る。マウンドの基盤は砂岩の

岩盤で、前方部、後円部にあたる墳丘の表面にも各所に砂岩の露頭か認められる。その他

は淡黄褐色泥砂土が残存している。マウンドの立地する尾根頂部の南側斜面、及びA-6

に延びる支尾根は砂岩の露頭か多く、現在も岩盤の崩れか続いており、傾斜面の中腹から

裾部にかけて落石か多く散布している。

A-8 （今回の調査で新たに発見した円墳）

A-7から西に延びる尾根筋の高みか形成する張り出し部の西側突端付近で標高約142

mに位置する。南側斜面か明らかに確認でき、土留めに用いられたと考えられる20~50cm大

の砂岩か小群を為して残存している。石の残存状況は裾部付近では比較的良好てある。マ

ウンドは径約15m、高さ約 3mの円形である。東側はA-7に続く尾根筋がほぼ平担に延
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びるが、石群及び、淡黄褐色泥砂土が現在の尾根道下に入り込む状態を呈しており、東側

の斜面は埋ま って平担な尾根筋を形成しているものと判断される。マウンドは淡黄褐色泥

砂上によ って形成されており、小礫の混じる部分もみられる。

8-1 （マウンド、古墳か）

湯谷池西の北側の谷と南側の谷の間の尾根筋の中はどに位置するマウンドであり、平野

部から見てA-7、8の裏側にあたる。径約20m（強）の円形に近い形状である。マウン

ド部分は淡黄褐色泥砂土か、砂岩の岩盤に被った状態を呈する。付近の状況は、尾根筋か

ら少し下かった部分には風化の激しい砂岩の岩盤か露頭する。斜面中腹から裾部は淡黄掲

色泥砂土が厚く堆積している。この淡黄褐色泥砂土は流上の堆積と考えられる。裾部の崖

面でも上部に淡黄褐色泥砂土が厚く堆積し、下部に岩盤が確認できる。

B-2 （マウンド、古墳か）

湯谷池西の北側の尾根筋の中ほどに位置し、平野部から見てA-7、8の裏側にあたる。

直径約llm、高さか2m弱の円形に近い形状を呈している。マウンドは淡黄掲色泥砂土か

らなる。周囲の状況は B-lと同様である。

8-3 （マウンド、古墳か）

畑ノ谷に面する中谷池の南側の尾根頂部に位置するマウンドである。此所からは四ツ谷

を通して和歌山平野を望む事かできる。直径約20m、高さ約 2.5mの円形に近い形状を呈

している。マウンドは、淡黄褐色泥砂土で、下部になるにつれて礫か多く、大きくなる。

深さ約30cmに灰白色粘質土（砂質）の見られる部分もある 。マウンドの南側斜面は、 2か

所で大きく崩れる。

8-4 (マウンド）

畑ノ谷に面した中谷池南側の尾根筋に位置するマウンドである。長軸約12m、短軸約 7

mで瓢猷形に近い形状を呈している。長軸の軸線は、はほ‘‘北東から南西に向く 。マウンド

は風化した砂岩の岩盤からなり、きわめて軟質である。マウンドの頂部をはじめ、岩盤の

露頭していない淡黄褐色泥砂土の部分は、砂岩か土化したものと考えられ、土中に礫か混

じる 。高さは約 1.6mを測る。B-3、4は、平野部から見て、北山古墳群の北側の尾根

にあたっている。

8-5 （マウンド）

畑ノ谷に面する中谷池北側の尾根上の南端付近に位置するマウンドである 。南北約37.5

m、東西約32.8mの方形に近い形状を呈するか、全体の形状は不明瞭で特に東側の形状か
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明瞭でない。南側には幅約14m、長さ約13mの方形の張り出しか認められる。高さは1.5 

~2.0 mを測る。マウ ンドは風化した砂岩の岩盤からなり、部分的に淡黄褐色泥砂土も認

められる。

C-1 （遺物採取地）

A-1~8の直川八幡山古墳群の立地

する尾根筋に囲まれた谷筋の奥に位置し、

A-3、4の東側傾斜面の裾部にあたる。

この場所から緑泥片岩を 1箇採取する。

尾根筋の古墳に用いられていたものか分

筋に落ち込んだものであろうと考えられ

る。

C-2 （遺物採取地）

湯谷池西の北側谷筋の中ほどで、 G-

3の石 （中腹、底部東側）の周辺に位置

する場所で緑泥片岩 2片を採取する。

C-3 （遺物採取地）

湯谷池西の北側谷筋の奥の斜面中腹の

石の周辺で、緑泥片岩 l片を採取する。

これは、石に被る流土（淡黄褐色泥砂土）

より出土する。 ヽ ．入退切沐収池ば、 40m. 

芯＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ ！99999,11,9 9 ,  I : 
‘‘‘‘‘```、- -— • —— · 

C-4 （遺物採取地） c-4， 5. E-5. G-14位置図
枇杷谷奥の尾根筋鞍部にあたる平担地

(G -14)の中央部に位置する場所で、

土師器片 3片を採取する。これは、表土

下20cmより出土する。出土した土層には

小炭片か比較的多 〈含まれる。

C-5 （遺物採取地）

枇杷谷奥の尾根筋鞍部にあたる平担地

(G -14)の北側に延びる野田ノ谷支谷

の谷筋の斜面で、平担地か らやや下かっ

貫’
c-5.採取土師器片
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た位置より土師器片 l片を採取する。炭焼窯に関連するものと考えられる炭片の混入する

流土に被る可能性のある流土中より出上する。土師器片は占墳時代のもので、磨滅してお

り、流れ堆積の遺物と考えられる。遺物を採取した地点の上部で炭層を、上の平坦地中央

では炭焼窯 1基 (E-5）を発見している。

C-6 （遺物採取地）

中谷奥の尾根筋か東西方向から南に折れ曲かる付近の傾斜面で尾根筋をやや下かった位

置から砥石 1個を採取する。山林での作業に使用されたものか、明治時代のものである。

C-7 （遺物採取地）

猪住谷奥の北側尾根筋で染付碗．鉢等を採取する。明治時代以降の遺物である。

D-1 （遺物包含層）

A-5 （直川八幡山古墳群5号墳）下の平野部に面する斜面の裾部に位置する。直川ニュ

ータウン東端の造成による南北方向の崖面で確認する。上層は淡茶灰色砂泥層（小礫混入）

で、下層は黒灰色粘質土層に分かれる。上層は表土下1.1m、下層は以下に厚さ20cmまで

確認する。又、崖面の北端て暗灰色泥砂層を確認する。上層の淡茶灰色砂泥層は少饂なか

ら遺物か包含されている。傾斜面に堆積した流土であろう 。下層の黒灰色枯質土層は崖面

の断面で見るかぎりでは遺物は認められなか

ったか、遺物包含層である可能性は高い。暗

灰色泥砂層は黒灰色粘質土層を切る様に堆積

しており、断面観察では溝状の遺構に伴なう

土層の可能性かある。幅40cm程度を確認した

にとどまるか、更に北に延びており、遺物の

包含量も最も多い。出土遺物は、中世以後の

ものであり、荘園等との関連か考えられる。

西及び南側は、直川ニュータウンの造成に伴

なって欠失している。採取遺物は写真で掲載

している。 D-l．出土瓦器羽釜片

E-1 （炭窯）

中谷奥の東側傾斜面裾部の傾斜のやや緩い部分で、前方は再び急傾斜となり、中谷の小

河川か北から南に流れている。窯体は斜面の裾部を利用して構染する。斜面裾部を掘リ込

み、前半分の部分には石を組んで、長方形の窯体と焚口を造り出す。窯壁には枯土を貼り
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E-1 （炭窯）（西から ）

付ける。煙出しは、左、右及ひ後の 3か所に設けられている。窯体の内径は、幅3.25m、

奥行き 1.4mて、高さは約1.7mか残存する。焚口は幅約80cm、長さ約 1mを測る 。天井部

は窯壁上端の残存状況から、丸味をもつアーチ形に造られたものと推定される。窯壁、煙

出しの内面は黒色で、その外側か暗いセピア色に変色している。窯体内部は炭、焼土か堆

積し、窯壁も認められる。天井部も枯土で造られており、窯内に落込んでいる。窯の前方

の斜面には灰層か広がる。又、窯体の外周は、斜面の上部にあたる上部及び左右側面の高

い部分が溝状に掘られている。なお、窯の上方北側には、斜面に沿なから石垣を梢んで平

坦面を造り出し、小屋か建てられている。いわゆる炭焼小屋である。

E-2 （炭窯）

湯谷奥の西側支谷の谷口の西側斜面裾部に位置する。湯谷奥は比較的広い平坦地かあり、

平坦地の北端で谷筋が三本に分かれる。中央か主谷で、西側、 東側に支谷か延びる。主谷

奥ではG-10、東側支谷では F-7を発見している。西側谷筋の北及び西側斜面部には海

老峠道か走る。

窯体の構築は E-1に同じで、前半分は石組み、後半分は素掘りである。窯体の形か異

なっており、後方の尖った「おむすび」形である。焚口は「おむすび」の下辺にあたる部

分に、煙出しは後方の尖った部分に 1個造られている。窯体の内径は幅3.9m、奥行き2.7

mで、高さは約85cmを確認している 。窯体内には、焼土、落込んだ天井部の窯壁、流上等
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か堆積しており、これらの埋土の厚さは、ほぼ50cm程度と考えられ、窯壁の高さは 1.3~

1.4m程度であろう 。焚口は幅0.5m、長さ約1.2mで壁は石組みである。煙出しは崩れて

おり、表面では規模は確認できなかった。

窯を発見したやや南側の斜面には礫岩が岩盤を形成する部分か認められる。窯体の北約

1 mの位置に、長さ約4.lm、幅約2.9m、深さ約 1.3mの不整形な方形の穴が掘られる。

窯に関連した施設かとも考えられる。窯のベースは淡黄褐色泥砂土である。

E-3 （炭窯）

湯谷奥の西側支谷の西側斜面裾部に位置する。E-2の北西約90mにあたる。

E-2~4（炭窯）位置図
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湯谷遠景（南から）

窯は全体に崩れが激しく、形状も不明瞭である。E-2と同形の窯であると考えられる。

窯体の残存状況は幅約3.6m、奥行き2.3m、高さ0.95mを測る。焚口は底面で幅0.6m、

上部で幅1.4m、長さ約0.9mで、部分的に石か認められる。煙出しは径約20cmで、後部に

1個造られている 。焚口の前方には灰層か厚く拡かる。焚口に石か認められる事から、 E

-2と同様に窯体の前部は石組みであると考えられる 。窯体の東 1.2mにE-2と同様に

幅2.4m、長さ4.6mの不整形な穴か掘られている。

E-4 （炭窯）

湯谷奥の西側支谷の東側斜面裾部に位置する窯である。 E-2の北約60m、E-3の南

東約30mにあたる 。

斜面裾部の地形を利用して構築している。窯体は、長方形て幅 3.8m、奥行き2.65mを

測る。窯体内には埋土が堆積しており埋土上面から最も高い部分で約70cmの高さか確認で

きる。天井部は側壁付近で厚さ約30cmであるか、ほとんど窯体内に落込んでいる。焚口は

幅60cm、長さ 1.0mで左側上部は崩れている。煙出しは後方と左右側辺の各々中央付近に

各 lか所、計3個造られている。後方の煙出しは、径約15cmで窯壁との間は約25cmを測る。

E-1~ 3の煙出しと同様に窯壁下部て窯体につなかるものであろう 。左右の煙出しは天

井部に造られており、窯壁上部か丸味を持って削り込まれている 。焚口左側壁から窯体の

一部にかけて焼上の混入した士で窯壁か築かれている。造り替え、あるいは補修の痕跡の

可能性かある 。焚口の前方には限＜灰層か広かる。
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E-5 （炭窯）

枇杷谷奥の尾根筋鞍部の平坦地 (G-14)中央部北よりに位置する窯である。

窯壁は内側か黒化し、垂直な面を為す。窯壁の東側には、焼士、灰、泥砂土等か混じ っ

た埋土か堆積する。観察地点の北東方向に窯体か残存するものと考えられる。

観察地点の南西部分では、炭、灰混じりの泥砂土、北側約25mの地点でも厚さ約20cmの

流土下に灰層を確認している。

平坦地内の南西部に径約3.8m、深さ約1.6m以上の大きな穴を確認している。炭焼き作

業に必要な水を溜める施設の可能性もあり、炭窯と関連する遺構と考えられる。

窯の築かれた平坦地から南東方向へ延びて海老峠道に通じる道は、比較的幅広く海老峠

道と同程度の広さを持っており、炭の搬出路としても機能したものであろう 。

F-1 （石垣）

C-1の南で、谷の東側斜面から続く平坦地に位置する石垣である 。20~30cm大の砂岩

を用いて積まれている。石垣の長さは約30m高さは30cmまで確認しているか更に下に続く

と考えられる。この石垣は道沿いに積まれており、畑等の土留めの石垣、もしくは、池の

縁に積まれた土留めの石垣であろう 。

F-2 （石垣）

中谷池東側の枇杷谷谷口に位置する石垣である。比較的新しい時期の砂防堤と考えられ

る。中谷池満水時の東端の堤を兼ねたものかとも思われる。石垣の上流の谷底は平坦地に

なっている。

F-3 （石垣）

中谷池北側の中谷谷口付近で中谷を流れる小流路の西側で確認した石垣である。石垣を

境に上と下に平坦地か広がる。石垣下の平坦地は畑地跡、上は現在杉林となっている。中

谷を流れる小流路の砂防堤である。

F-4 （石垣）

中谷の中部でF-3の上流約 130mに位置する石垣である。F-3と同様、小流路の西

側で確認する。20~30cm大の砂岩を用いて 2~ 3段積まれている。F-3と同様の砂防堤

である。

F-5 （石垣）

湯谷中部の谷底部に位置する石垣である。小流路の東西で確認する。石垣の西側の斜面

は、浅い谷筋を形成している。石垣上には約 1.5mの厚さで流土か被る。流土は淡黄褐色
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泥砂土で良質な土質である。

F-6 （石垣）

湯谷中部の谷底部に位置し、小流路の東西で確認した石垣である。 F-5の上流約40m

に位置する。湯谷主谷と湯谷東側斜面の支谷との分岐点にあたる。

西側の石垣は、幅約 3.5mが残存し、高さ約 3mで砂岩の岩盤を基盤として積み上げら

れている。石垣は 3~ 4段の石積み毎に控えをとって階段状に積まれており、 4つの段に

分かれる。各段は60~84cmの高さである。石垣の西端はほぼ90゚ 折れ曲がり、手すり状に前

方に張り出している。石垣以西は斜面裾部まで土堤状の斜面が延びている。石垣の東側は

崩れており、現在の流路か石垣の基盤となっている岩盤を削って流れている。石垣の下部

の2段は厚さ約1.6mの流土によって埋まっている。

東側の石垣は幅約 3.1mか残存しており、高さは、高い部分で85cm、低い部分で53cmま

で確認しているか、流土が厚く以下は確認できなかった。この石垣は上部が溝状を呈して

北に延びており、長さ 1.4mまで確認している。溝状の部分は、深さ約30cmで、底部にも

石か敷かれている。湯谷東側斜面に形成される支谷からの流路がこの溝状の部分の北側延

長部であり、支谷からの流路と主谷と流路の合流地点に築かれた石垣である。

確認した東側石垣東端から西側石垣西端までの長さは8.1~8.2mである。

石垣に階段状の段差を取り、端部の石垣を前方に張り出して手すり状に造られた石垣は、

中谷池南端の谷口でも確認している。谷筋の流路を固定するための、水の落し口として造

られたものであろう。

F-7 （石垣）

湯谷奥東側支谷の谷口からやや入った地点に確認した石垣である。砂防堤の石垣である。

F-8 （石垣）

湯谷中部の東側支谷上部に位置する石垣である。この支谷は F-6の石垣から延びてい

る谷筋である。谷上部の傾斜は比較的緩やかで幅も広い。

比較的緩やかな谷筋の斜面に、所々石垣か積まれ、段差と平坦地か造り出されている。

植林のための平坦地を造り出すために積まれたものかと思われる。
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G-1~19 （その他の遺跡）

No. 種類 立 地 状 態 備 考

G - 1 小盛土 A-1-8の直川八幡山古 径約 4rn、高さ約 15 mの小規模 付近で緑泥片岩を採取 （C-

墳群の立地する尾根筋に なマウンド。 1) 

北、東、西を囲まれた谷

筋の奨。西側斜面の裾部

に位謹する。

G -2 土 堤 F-1、を発見した谷筋 斜面下部より東西方向にのひる。 谷の最も狭い部分に士堤を築

の半はどの東西の斜面が 淡黄褐色泥砂土より成る。 いて池としていたものてある。

せり出し谷巾か狭ま った

部分。

G-3 置き石 湯谷池から西方に延びる 石は谷底部から北斜面への傾斜変 石の北側斜面の尾根線近くに

南から 2番目の支谷の中 換点近〈に位骰している。石は 2 南向きに突出した状態で岩舘

ほどに位置する。谷幅は つで東西方向に並甜されている。 の一部が露頭している 。これ

狭いか比較的平坦な面が 西側の石は80cm大の大きな石で上 は 2つの石のほぼ中央の南北

谷奥に向ってゆるやかに 面かはほ平坦で一見、大型の礎石 ライン上に位置する。全体の

高くな っていく 。 のようにもみえる。東側の石は60 位笥関係から小規模な祭祀造

X80cm、60X40cm、40X20cmの石 跡 （磐座等）を構成する可能

かL字状に配置されている。束西 性も考えられるが、逍物か発

の石の間隔は約 85 mである。人 見されなかったため断定する

為的に設置されたものと思われる。に至らなかった。尚、谷底近

くの東側の石群及び斜面中腹

の大石付近からこの山地では

産出しない緑泥片岩の小片を

採取している。

G-4 横 r 八 湯谷池西側の谷の北側斜 岩熊をくり抜いた横穴で口幅約 2 比較的新しい時期に掘削され

面上部にあり、G-3と関 m、嵩さ約 3m、奥行き約 4mを たものであろう 。 G-3との

連する可能性かある斜面 測る。岩盤は砂岩で表面は非常に 関連は無いものと考えられる。

上部の岩盤霧頭部の西側 もろい。

でB-2の下に位詔する。

G -5 石 湯谷池西側の尾根筋の部 石は長さ］ 08m、幅04の砂岩で 関連する他の遺構は周囲に認

分的な平坦部に位詔する。岩熊からは独立しており庫さ20cm められないか、人為的なもの

程度が露出している。 と判断している。

G-6 平坦地 東に湯谷池をのぞみ、西 東西約165m、南北約35mの不整 ボーリング・ステ ソキにより

側は東西に延ひる分岐尾 形なプランを持つ。中央部には灰 土質の調査を行ったか、凹地

根筋を間にはさんで中谷 褐色～暗灰掲色泥砂のやや粘質の か自然堆栢により現在の平坦

池か位囲する海老峠道沿 土が堆梢する。 地となったものと理解される。

いの尾根筋東側に広かる

比較的大きな平坦地であ

る。

G -7 灰 層 枇杷谷中部の流路崖面に 灰層は幅約 4m、厚さ約25cmで礫 炭窯に関連する灰層と考えら

て確認する。上方の尾恨 層の上部に堆梢する。灰層の上に れるか、窯体は流土か厚く位

筋、斜面には岩盤か露頭 は流土の淡黄褐色泥砂土か厚さ約 晋は確認てきなかった。

する。 60m程度かぶる。灰層中より遺物

は検出できなかった。
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No 種類 止． 地 状 態しと9 備 考

G-8 平坦地 湯谷池西北部に位置する。湯谷の谷底の川ぞいにいくつかの 発見した 2個の石は小建物の

大小の平坦地かあり、この地点の 礎石の可能性も考えられ、逍

ものが最も広い。平坦地中央付近 跡の存在を断定するには至ら

の地表面で、河原石風の石(15~ なかったが、注意を要する地

20cm大）を2個確認する。遺物は 点てある。

発見できなかった。

G -9 灰層か 湯谷中部の流路崖面て確 表士下60~80cmは淡黄褐色泥砂の 黒色細岐、淡橙褐色～褐色の

認、 F-6の嬰約 62 m 流土か堆柏し、以下 2mまでの間 粗砂•砂礫としたものは炭窯

の地点。 に淡毀閲色泥砂礫混、黒色細礫、 との関連する可能性かある 。

淡橙褐色～褐色の相砂•砂礫か互 黒色細硬としたものは細礫表

府に堆梢する。表土下 2m以下に 面に黒色のスス状のものか付

は灰白色ンルト、淡橙褐色泥砂、 着している。

淡橙茶色礫が認められる。

G-10 灰 屑 湯谷奥の主谷カ，•東西に 2 性格は不明てある 。

分する基部の東側斜面す

そ部て認める。

G -ll 灰 層 湯谷谷口の東側斜面中股 暗灰色泥砂中に炭が混入する。

の斜面の傾斜が比較的ゆ

るくなる部分の上端付近

に位謹する。

G-12 うね状逍構 嬰畑に面した西中久保谷 うね状逍構は、ほぱ尾根筋に造ら 炭窯に関連する遺構の可能性

溝状遺構 西側の尾根筋の頂部付近。れており、溝状逍構は尾根筋をや か強い。この逍構のやや下の

比較的平田な地形てある。や下った位沼てうね状逍構にほぼ 斜面で灰層 (G~13 ) を確認

沿って掘られている。 している。

G-13 灰 層 奥畑に面した斜面上部、 厚さ約15cmの淡茶灰色泥砂に小片 G-12も含めて炭窯に関連す

G-12の南西下約18mに の炭か混入している。上には厚さ るものと考えている。

位昭する。 約50cm、下屑にも流土を確認して

しヽる。

G-14 平担地・灰層 枇杷谷嬰の尾根筋鞍部平 平田地では表土下10~15cm以下40 E-5とした炭窯に関連する

担地から野田ノ谷支谷の cmまての層中に炭小片の北入する 灰、炭、焼土の散布と考えら

上端の斜面にかけての範 土岡を認める。又、平坦地北側の れる。

囲。 斜面上端部ても同様の土層、表土

下50~60cmに焼土i昆りの流土等も

確認している。

G-15 平坦 地 枇杷谷英尾根頂部の平坦 岩態の露頭は認められす、比較的

地。G-14はこの平坦地 幅広い平坦地である。北東部は標

の西側斜面下部にあたる。島 288mの尾根のItl部て南西部は
1段下って非常にゆるい傾斜を持

つ。

G-16 平坦地 湯谷奥の尾根筋鞍部であ 風吹峠束側は全体にやや高みとな 風吹峠西側に認められた暗褐

る風吹峠の東西の範囲、 っているか、 三角形状の比較的平 色泥砂土は畑等に見られる耕

風吹峠束側は 3区、西側 j•口な面を形成する 。 C - 15の立地 土に類似する。海老峠道は風

は4区てある。G-15の する尾恨[Jl部南東斜而にあたる G 吹峠西側平坦地及び風吹峠の

東側斜面下部から鞍部に -16西南部は南束方向に開いた凹 南部を通る。

あたる 。 部になって しヽる。

- 15 -



N (). 秤類 立 地 状 態 価 名

G -17 野田池跡 野田ノ谷主谷の下部、谷 野田ノ谷主谷及ひ支谷の流路を利 1952年に枯れる。

口よりやや梃に入った部 用して造られたものて、地形に沿

分て、谷口から 1番目の って南束に長い池を形成している。

支谷谷口を含む。 長さ約80m、最大幅は約25mを1!III

る。流路沿い、及ひ流路に而交す

る石坦か梢まれている。

G-18 灰層・炭 野田ノ谷谷口から 1番目 谷口に近い部分で炭混りの暗茶褐 性格等は不明

混入士 の支谷下部て野田池跡の 色泥砂層を、その奥約 7mの地点

奥約50~60mにあたる流 で灰/~を認める 。 直物は出土して

路庄面にて確認。 しヽなし‘。

G -19 灰 層 野田ノ谷主谷の下部、野 表土下約 1mに炭混しリの黒椙色 性格等は不明。

田池跡のやや上流にあた を呈するピート質の士層を発見す

る。流路の北側崖面にて る。また十．流・下流h向には暗灰

確認。 色のンルト質の土か薄く延ひてい

るっ

| 
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-3関連の尾恨線付近の南へ突出した岩盤（東から）

ノ

G-3, 4位置図
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付編

和歌山市府中今滝の石造物

写真を褐載した石造物は、調査地へ通う道際て発見したものてある。文献 等を調へたか、

まだ周知のものと はなっていないようてある。記年名の入った石造物から見て江戸時代の

まとま った資料と思われるのてここで紹介してお〈 。

発見した場所は、和歌山市府中今滝村の南のはすれの村道の脇てある。土地の人達によ

ると、「付近の土中からまとま って出土したものである。」とのことてあ る。五輪塔、灯砲の

竿、石碑なとか見られるか、その大半は五輪塔である。破片も多〈総数は把捏できなかっ

たか、 30~40個体はあるものと思われる。記年名の入ったものでは寛永の年号の入った五

輪塔か確認したもののうちでは最も古いものてある 。石質ははとんどのものか砂岩てある。

尚、発見位置は、全体図に五輪塔のマークIで示している。

府中今滝祠襄の五輪塔群

同．h輪塔 同．五輪塔

- 18 -



図
版

調査地遠景 （南から ）

A-7（直川八幡山 7号墳）（西から



図
版

A-1~ 4 （直Ii八幡山l~4号墳） （南から）
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A-3（直川八幡山 3号墳）（西か ら）



図
版
三

A-5 （直川八幡山 5号墳）（北から）

？妍．サ：，
.し・・ ｀ ～一—つ 9 999•一—9 99 

A-8（新発見の古墳） （南から）



8-3 

図
版
四

ど之

B-4 （マウンド）（南束から ）



図
版
五

B -5 （マウンド）遠景（南から）

B-5 （マウンド ）（南から）



図
版
六

E-1 （炭窯） （西から

E - 2 （ 炭窯 ）近景 （ 東• L方から ） E-3（炭窯）（北西から ）

E-2（炭窯）（東から ） E-4（炭窯）（由から ）



1 、

”‘ 

図
版
七

D-1（遺物包含層） 断面 （西から ）

G-3（東側石）（南から）

G-3（西側石）（西から）

G-3（石群）遠景 （南から）



]
 

/
]
口
□

/_／／、
（：
／
ロ
ロ
1

,

A

ロ
ロ
L
i
JI?
¥
l
"

□

/

 

t

¥

)

わ

＼

い

／

／

□＼

□
三

9

[

年
／
ロ
ロロ

r
r

＼

□
口

□`
r

]

/

が

/

c

J

J

ロ

ロ

：
／
／
／
寸
／
／
／
：
〖
（
口

r／
一
／

口

□
｀

ロ

ロ

ロ

□

□

ロ

□
：
ロ
ー
／
ー
ロ
／
ー
ロ
ロ
／

ロ
□（
口
口
□

/
J
i

~
\
t
\
g
[
I／
ー
ロ
□
＼
~
。`

l
[ロ
ロ
う
。
匂
ー

L
L

□
□
/
]
/
/
/
 

ロ

[

¥

＼

□
□

／

9

[

:

:

JJ
□
口

＞
口
く
＇
（
＼
ロ
ニ

7
f
べ
＼
＼
忍
‘
[
\
\
\
\
\
)
ノ
ロ
ロ
ロ
八
[
\
ぃ
＼
―
]
＼
、

l
)／
／
ロ
ロ
□

こ
〉
刀
\
~
[

□
い
い
三l



昭和57年 3月31日

直川八幡山古墳群遺跡分布調査

和歌山県教育委員会

編集社団法人和歌山県文化財研究会

発行杜団法人和歌山県文化財研究会

印刷有限会社真 陽 社

製本 京都市下京区油小路仏光寺上ル

TE L075(351)6034 


	BP-60C26_20250110_101325.pdf
	名称未設定-1.pdf
	BP-60C26_20250110_101325

